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12
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
を
会
期
に
︑
町
議
会
定
例
会
が

開
か
れ
ま
し
た
︒
南
越
前
町
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
23

議
案
が
審
議
さ
れ
︑
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
︒

■
一
般
会
計
補
正
予
算︵
第
９
号
︶

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
、０
９
７
万
９
千
円
を
増
額

し
、予
算
総
額
を
１
２
７
億
９
、４
７
５
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

︻
歳
入
予
算
の
主
な
内
容
︼

▪
道
路
災
害
復
旧
事
業
負
担
金

１
億
４
２
５
万
２
千
円

▪
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

９
３
３
万
８
千
円

▪
純
繰
越
金

２
、７
１
１
万
９
千
円

▪
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
債

２
、９
５
０
万
円

︻
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
︼

▪
番
組
制
作
ス
タ
ジ
オ
無
停
電
電
源
装
置
入
替
事
業

７
０
７
万
３
千
円

▪
社
会
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業５８

６
万
１
千
円

▪
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
委
託
事
業

１
、１
５
１
万
２
千
円

▪
新
ご
当
地
グ
ル
メ
販
売
促
進
事
業

64
万
６
千
円

▪
プ
レ
ミ
ア
ム
付
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
発
行
事
業
６
５
６
万
円

▪
教
師
用
指
導
書
購
入
事
業

３
９
５
万
１
千
円

▪
町
道
河
野
・
大
良
線
道
路
災
害
復
旧
事
業

１
億
３
、４
０
０
万
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
３
号
︶

　
国
庫
補
助
金
の
返
還
金
で
１
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
11
億
５
、０
０
０
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
今
庄
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
３
号
︶

武
生
看
護
専
門
学
校
運
営
支
援
負
担
金
で
43
万
５
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
２
億
８
、０
６
７
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
河
野
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
４
号
︶

　
武
生
看
護
専
門
学
校
運
営
支
援
負
担
金
で
14
万
５
千
円
を

︻
歳
入
予
算
の
主
な
内
容
︼

▪
普
通
地
方
交
付
税

８
、８
４
５
万
円

▪
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

２
、１
９
０
万
６
千
円

▪
社
会
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
事
業
補
助
金

１
４
５
万
７
千
円

▪
公
有
建
物
損
害
共
済
金

３
３
５
万
５
千
円

︻
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
︼

▪
職
員
等
人
件
費

７
、２
９
１
万
円

▪
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
支
援
給
付
事
業
２
、０
４
０
万
４
千
円

▪
社
会
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
３
０
０
万
１
千
円

▪
南
条
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
消
防
設
備
改
修
事
業

３
３
５
万
５
千
円

■
特
別
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
今
庄
診
療
所
特
別
会
計
な
ど
４
特
別
会
計
で
職
員

等
人
件
費
と
し
て
計
１
、７
１
１
万
２
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
４

特
別
会
計
の
予
算
総
額
を
19
億
９
、５
４
６
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
企
業
会
計
補
正
予
算

　
水
道
事
業
会
計
な
ど
２
企
業
会
計
で
職
員
人
件
費
と
し
て

計
98
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
18
億
３
、１
３
１
万

４
千
円
と
し
ま
し
た
。

増
額
し
、
予
算
総
額
を
１
億
94
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
３
号
︶

　
介
護
給
付
費
な
ど
で
87
万
２
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
13
億
９
、６
４
４
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算︵
第
２
号
︶

鹿
蒜
地
区
輪
中
堤
整
備
に
伴
う
配
水
管
布
設
事
業
な
ど
で

１
、４
６
３
万
３
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
８
億
７
、８
８
１

万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算︵
第
３
号
︶

　
鹿
蒜
地
区
輪
中
堤
整
備
に
伴
う
排
水
管
布
設
事
業
な
ど
で

１
、７
１
６
万
１
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
９
億
５
、１
５
１

万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
南
越
前
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
独
自
利
用
事
務
を
新
た
に
追
加
し
、
利
用
で
き
る
特
定
個

人
情
報
の
整
理
等
を
す
る
た
め
に
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■
南
越
前
町
地
区
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
八
乙
女
集
落
セ
ン
タ
ー
の
新
築
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

■
南
越
前
町
今
庄
交
流
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

今
庄
交
流
公
園
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
南
越
前
町
鉢
伏
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　
鉢
伏
山
キ
ャ
ン
プ
場
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

■
福
井
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

　
福
井
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
規
約
を
一
部
変
更
す
る
た

め
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算︵
第
10
号
︶

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
、５
２
１
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
２
９
億
９
９
６
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

⑫
月
議
会
定
例
会

会計名 補正前の額 補正額 計

国民健康保険
今庄診療所

280,676 6,131 286,807

河野診療所 100,940 2,680 103,620

老人保健施設 200,298 5,947 206,245

介
護
保
険

保険事業勘定 1,391,094 1,884 1,392,978

介護サービス勘定 5,347 470 5,817

（企業会計）
水道事業

878,812 238 879,050

（企業会計）
下水道事業

951,518 746 952,264

（単位 : 千円）
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■
南
越
前
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
等
に
準

じ
、給
与
月
額
、勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
等
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
南
越
前
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
南
越
前
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
期
末
手
当
と
の
均
衡
を

図
る
た
め
に
改
正
し
ま
し
た
。

■
南
越
前
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
次
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
山
本　
祥
司
氏　
（
今
庄
）

　
櫛
村　
沙
奈
絵
氏（
今
庄
）

︻
一
般
質
問
︼

○
高
橋　
宏
介
議
員

▪
南
条
駅
に
つ
い
て

▪
ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
の
運
行
に
つ
い
て

▪
国
・
県
が
管
理
す
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
の
連
携
に
つ
い
て

○
加
藤　
伊
平
議
員

▪
鉢
伏
山
風
力
発
電
所
に
つ
い
て

○
坪
川　
伸
理
議
員

▪（
仮
称
）鉢
伏
山
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

▪
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
状
況
及
び
空
き
家
解
体
補
助
金
利
用

状
況
に
つ
い
て

○
山
本　
徹
郎
議
員

▪
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
進
捗
状
況

○
谷
口　
善
治
議
員

▪
南
越
前
町
Ｐ
Ｒ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
に
つ
い
て

○
大
浦　
和
博
議
員

▪
課
題
対
策
に
つ
い
て

○
山
本　
優
議
員

▪
幸
せ
な
家
庭
づ
く
り
の
た
め
子
供
の
育
成
教
育
に
つ
い
て

町
議
会
か
ら

議
員
報
酬
の
見
直
し
に
関
す
る
要
望
書

を
受
領
し
ま
し
た

12
月
６
日（
金
）、
岩
倉
町
長

が
、
熊
谷
議
長
か
ら
、
議
員
報

酬
の
見
直
し
に
関
す
る
要
望
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

要
望
書
で
は
、
議
員
定
数
の

削
減
や
毎
月
の
全
員
協
議
会
の

開
催
な
ど
議
会
の
改
革
と
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
や
、

過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
町
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
議
会
の
役
割
が
一

層
重
要
性
を
増
し
て
い
る
こ
と
、
南
越
前
町
発
足
以
来
、

議
員
報
酬
の
見
直
し
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
経
済
的
不
安

か
ら
女
性
議
員
や
若
手
議
員
な
ど
優
秀
な
人
材
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、

報
酬
額
を
引
き
上
げ
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

要
望
を
受
け
て
岩
倉

町
長
は
、「
町
政
発
展
の

た
め
に
議
会
の
改
革
や

活
性
化
は
必
要
と
考
え

て
お
り
、
今
後
、
特
別

職
報
酬
審
議
会
に
諮
問

し
、
検
討
し
て
い
く
」と

述
べ
ま
し
た
。

緑り
ょ
く
は
く
じ
ゅ

白
綬
有ゆ

う
こ
う功

章し
ょ
う

受
章
報
告
会

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

11
月
14
日（
木
）に
東
京
都

で
開
催
さ
れ
た
農
事
功
績
者

表
彰
式
で
、
緑
白
綬
有
功
章

を
受
章
し
た
井
上
重
治
さ
ん

が
、
11
月
28
日（
木
）に
役
場

を
訪
れ
、
岩
倉
町
長
に
受
章

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
井
上
さ
ん
は
、
つ
る
し
柿

な
ど
の
特
産
品
の
生
産
や
特
別
栽
培
米
の
付
加
価

値
販
売
に
よ
り
所
得
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
や
、
後
継
者
３
名
が
就
農
し
地
域
を
将
来
的
に

維
持
発
展
さ
せ
る
中
山
間
地
域
の
モ
デ
ル
経
営
体

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受

章
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
岩
倉
町
長
は
、「
長
年
、
町
の
農
業
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
功
績

を
た
た
え
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
は
、「
こ
の

た
び
の
受
章
は
、
こ

れ
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
」と
受
章
の
喜

び
を
述
べ
ま
し
た
。


